
北九州市地球温暖化対策実行計画（素案）に関する 
市民意見の募集結果について 

１ 市民意見の募集期間及び場所 

募集期間：令和３年５月１３日（木）から令和３年６月１１日（金）まで 

２ 意見提出状況 
（１）提出者数 ６６人・団体
（２）意見総数 １１２件
（３）提出方法 郵送      ２人・団体 

電子メール  ６２人・団体 
       ファクシミリ  ２人・団体

（４）提出された意見の内訳 

（５）計画への反映状況 

３ 意見と北九州市環境審議会事務局の考え方 

別紙のとおり 

項 目 件数 
第１章 背景及び目的  ５ 

第２章 基本的な考え方  ３ 
第３章 本市の状況と将来推計  ２ 

第４章 温室効果ガスの削減目標  ７ 

第５章 2050 年の脱炭素社会を目指して １１ 

第６章 部門別の緩和策（2030 年度に向けて） ５９ 

第７章 市役所の率先実行  ５ 

第８章 世界における脱炭素化への貢献  ４ 
第９章 気候変動影響への適応（適応策）  ５ 

第 10章 計画の推進  ８ 

その他  ３ 

計 １１２ 

項 目 件数 
①  計画に掲載済（一部掲載を含む） ８７ 

②  計画の追加・修正あり ２０ 

③ 計画の追加・修正なし（今後の参考とする等）  ５ 

④ その他  ０ 

計 １１２ 



Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

第１章　背景及び目的

1

　温暖化対策の1つとして気温上昇を1.5℃に抑え
ることが目標とされていますが、どれほどの量の
二酸化炭素を減らすと1.5℃下がるのか、またその
量の二酸化炭素がどれくらいのものなのかを教え
ていただきたい。

　P13のとおり、IPCC「1.5℃特別報告書」によ
れば、1.5℃に抑制するためには、世界全体
で、CO₂排出量を 2030年までに2010年水準（約
38Gｔ※IPCC AR5 WG3 SPMより）から45％削減
し、2050年頃に実質ゼロにする必要があるとさ
れています。

3 ①

2
　温室効果ガス削減に協力的な企業があるようだ
が、企業側に大きなメリットはあるのか。

　P21のとおり、ESG金融の動きと相まって、脱
炭素経営の取組み（TCFD、SBT）が加速してお
り、これら取組みを通じてESG投資を呼び込む
など、企業の価値や競争力の強化に繋がるもの
と考えています。

2 ①

3

　国の2030年目標の引き上げ（2021年4月）とし
て、米国主催の気候リーダーズ・サミットで、菅
首相が国の2030年目標を26％から46％に引き上げ
たことを加筆した方がよい。

　ご意見を踏まえ、内容を更新します。 3 ②

4
　国の計画や脱炭素ドミノなど、国内外の動向の
最新情報について、困難な部分はあると拝察しま
すが、可能な範囲で反映した方がよい。

　ご意見を踏まえ、内容を更新します。 3 ②

5
　「RE100」に参加する企業名の横に記載されてい
る「2050年、2030年」の補足説明を入れた方がよ
い。

　ご意見を踏まえ、P20の図表名に「調達目標
時期」と明記します。

3 ②

第２章　基本的な考え方

6
　SDGsを統合した計画である位置づけなので、
「社会」を加え、社会的側面についての記述も加
えてはどうか。

　P22のとおり、本計画の関連計画として、
「北九州市SDGs未来都市計画」を位置付けてお
り、相互に整合・連携を図りながら取組みを進
めることとしています。

3 ①

7

　「公正な移行(Just Transition)」があり、産業
界、労働組合、行政などステークホルダー間での
社会的対話を通じて、エネルギー転換による地域
社会や雇用への影響を最小限にとどめることが、
世界労働機関（ＩＬＯ）を中心に議論されてい
る。これは市の施策に沿った考え方だと思われる
ため、ポイントなどで紹介してはどうか。

　P25のとおり、市民・NPO、事業者、行政それ
ぞれが主役となり取り組むビジョンである環境
首都グランド・デザインの理念を基本的な考え
方の基盤としており、「環境と経済の好循環に
よる脱炭素化を軸に、都市や企業の価値・競争
力を高め、快適で災害にも強く、誰もが暮らし
やすい社会」の実現を目指すことを基本的な考
え方としています。

3 ①

8
　P14に掲載されているポイント（ＳＤＧｓ）を
P26に移動し、OECDのＳＤＧｓモデル都市プログラ
ムにも選定されたことを追加すると良い。

　ご意見を踏まえ、ポイント（ＳＤＧｓ）の記
載箇所を変更（P26）するとともに、ＯＥＣＤ
のＳＤＧｓモデル都市プログラムに選定された
旨を追記します。

3 ②

第３章　本市の状況と将来推計

9

　計画の全体版の各行動について、以下のような
点を含む詳細を説明すべき。
　実施の責任者、潜在的な協力者、仮定、成功/失
敗の指標、対象人口。

　P36に自然的条件や人口などの社会的条件、
温室効果ガス排出量の推計方法を示していま
す。
　また、P161以降に、市民・事業者の役割、推
進体制の整備、計画の進行管理等を記載してい
ます。

3 ①

10

　家庭部門・業務部門（主な取り組み）で、2030
年の北九州市の人口は、推定で８７万人と推定さ
れています。この少子高齢化・人口減少という角
度から家庭部門の温暖化目標を見て、推定家庭数
“ｎ”の比較があると削減目標が分かりやすい。

　P36に、家庭部門における2030予測として世
帯数を記載しています。

3 ①

北九州市地球温暖化対策実行計画（素案）に対する意見と
北九州市環境審議会事務局の考え方

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

1



Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第４章　温室効果ガスの削減目標

11

　「『バックキャスト』によるアプローチによ
り、市域における2050年の…」とありますが、
2050年の目指すべき姿からバックキャストによっ
て2030年度の達成目標を設定したのではないの
か。次頁の図表4-1からもそのように読み取れる。

　P37のとおり、「2050年のゼロカーボンシ
ティ」を目指すに当たって取組みを強化する観
点から、今後10年間で必要となる具体的な削減
対策と効果を積み上げ、2030年度の温室効果ガ
スの削減目標を設定しています。

3 ①

12

　2050年に温室効果ガス排出の実質０を目指し、
今後10年が重要となり45％以上の削減を目標とし
ているが、そのためには早期かつ長期のバイオマ
スなどの再生エネルギーの活用が必要である。

　風力、太陽光や水素といった脱炭素エネル
ギーを、安価で地域に安定供給できるような仕
組みが必要であり、今後、「北九州市グリーン
成長戦略」を策定し、戦略的な脱炭素エネル
ギーの確保に取り組みます。

2 ①

13

　具体的な削減目標が制定されていたが、目標を
制定しただけで企業などは目標を必ず達成しよう
とするのか。政令などを作ったほうが確実に達成
されるのではないか。

　企業においては、温暖化対策を自主的・継続
的に実施するための低炭素実行計画や、経団連
による「チャレンジゼロ」など着実に取組みを
進めているところです。
　また、ESG金融の動きが加速しており、企業
の価値や競争力を高めるために脱炭素経営が求
められています。優良事例の共有など、市内企
業への周知啓発を行いながら、企業の取組みの
後押しを行います。

2 ①

14
　2030年だけでなく、40年、50年という段階的な
目標を計画してほしい。

　本計画は、「地球温暖化対策推進法」第21条
に基づく実行計画であり、同法では国の地球温
暖化対策計画に即して策定することとされてお
り、現在、国の計画では2030年度と2050年の目
標が定めらているため、それらに即して設定し
ています。

2 ①

15

　北九州市の2030年の二酸化炭素削減目標が45%と
なっている。国は46%であり、国はさらに高みをめ
ざすとしている。北九州市もさらに高みを目指し
てほしい。
　壊滅的な気候危機を回避するためには産業革命
以降の世界の平均気温の上昇を1.5℃に抑えなけれ
ばならない。先進国にはより大きい削減目標を掲
げることが求められている。日本の自治体も
50%,60%,70%以上の高い目標を掲げ、責任を果たし
てほしい。

3 ②

16

　先日、菅総理が、2030年度の国の新たな削減目
標を「４６％」とすることを発表していますが、
現在の北九州市の目標案は「４５％以上」とされ
ています。
　今後も、環境の取組みをリードしていくために
も、国以上の目標値にすべきと考えます。

3 ②

17 　「NDC」の説明がありません。 　ご意見を踏まえ、追記します。 3 ②

　2030年度の削減目標は、2050年までのゼロ
カーボンシティの実現に向けて、全国レベルで
進められる再生可能エネルギーの主力電源化や
次世代自動車の普及促進などを踏まえて、今後
１０年間で必要となる具体的な削減対策と効果
を積み上げ、算出したものですが、最新の国内
外の動向を踏まえ、積み増しを検討します。

2



Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第５章　2050年の脱炭素社会を目指して

18
　産業での二酸化炭素の排出量が非常に多いた
め、再生可能エネルギーを利用するべきである。

1 ①

19
　脱炭素エネルギーの確保は、地球規模で目指す
重要事項であり、後世に負の遺産を残さないため
にも強力に進めていただきたい。

1 ①

20
　脱炭素エネルギーの戦略的な確保として洋上風
力発電の推進とあったが、北九州市の地理的・気
候的特徴を有効活用した非常に良い案だと思う。

1 ①

21

　P42の図の右下に「地元大学と連携した人材育
成・供給」とあります。人を供給するとは、人を
物のように扱っているかのように受け取れるがど
うか。

　ご意見を踏まえ、「人材」を「人財」に修正
し、他についても統一を図ります。

3 ②

22

　第五章の素案に目を通したが電化の推進を行
い、産業の脱炭素化を並行して進めていく際、ガ
ス会社等の企業（社会からの排除が考えられる部
分）をどう炭素化に巻き込み、どう補助を行って
いくのかが非常に気になった。

　ガス事業については、現在、業界団体全体で
脱炭素化の検討が行われています。その中で
は、Ｐ106～P107に記載しているメタネーショ
ン技術が重要である旨の検討がなされていま
す。

2 ①

23

　企業間の連携についてです。
　産業都市の北九州市においては、他の地域と比
較して産業部門のCO₂排出量が多いことが特徴と
なっております。企業（産業用、業務用）の脱炭
素化を推進していくためには、地域企業の課題解
決が重要と考えます。
　各企業が持つニーズとシーズを掛け合わせるこ
とで、ソリューション創出の可能性があると考え
ており、これまでも様々な形でご支援をいただい
ておりますが、（他地域・海外でのビジネスマッ
チングの成功事例の共有などを含め）北九州市に
は今後とも業種業界を超えた連携・協働のための
場の提供などのサポートをお願いしたいと考えま
す。

　P42に記載のとおり、産業都市という特性を
持ち、市内で排出される温室効果ガスの約6割
を産業分野が占める北九州市が特に重点的に取
り組むべきであるのは、エネルギーとイノベー
ションです。
　そこで、この２つの分野に特化した「北九州
市グリーン成長戦略」をこの計画の部門別計画
として策定し、エネルギーについては、北九州
市の強みを生かした「洋上風力発電の推進」を
中心に、不安定な再生可能エネルギーを支える
ための「蓄電池」と「水素」を組み合わせた３
本柱で、脱炭素エネルギーを戦略的に確保しま
す。イノベーションについては、財政・制度面
でのバックアップと人財育成によって、企業の
取組みを全面的に支援します。

2 ①

24

　 「ゼロカーボンシティ」とは実際にはどんなま
ちなのか。理解はできるが、その実際の様子や、
適応したまちを想像できない。図があると分かり
やすいと思う。

　P44～P45のとおり、「2050年のゼロカーボン
シティのイメージ」をイラストで説明していま
す。

2 ①

25
　単に2050年のイメージを提示するのに、ここで
バックキャストの説明をする必要がありますか。

　P37のとおり、2050年に目指す姿は、バック
キャスト手法により設定しているため、北九州
市が2050年に描く「快適で災害にも強く、誰も
が暮らしやすいまち」のイメージを具体的に提
示し、市民・事業者と共有しながら取り組んで
いく必要があると考えています。

4 ①

26

　2050 年温暖化ガス排出量を実質０にする目標を
明記した“改正地球温暖化対策推進法”が成立し
ましたが、年実質ゼロを目指す上で、かつて激甚
の水質汚染を改善した経緯から、ETV 事業として
風力発電基地の海底に海藻を育成し、ブルーカー
ボン事業に積極的に取り組む計画が欲しいと思い
ます。

　P43のとおり、北九州市が2050年に描く「快
適で災害にも強く、誰もが暮らしやすいまち」
のイメージを具体的に提示し、市民・事業者と
共有しながら取り組んでいく必要があると考え
ており、その中では、ご指摘の「ブルーカーボ
ン」についても、将来必要となる技術として記
載しています。

2 ①

27
　「人材育成」を後述では「人財育成」としてい
ます。どちらかに統一すべきではないでしょう
か。

　ご意見を踏まえ、修正します。 3 ②

28
　「VPP」の説明があった方が分かりやすいと思い
ます。

　ご意見を踏まえ、追記します。 3 ②

　今後とも、北九州市の強みを生かした「洋上
風力発電の推進」を中心に、不安定な再生可能
エネルギーを支えるための「蓄電池」と「水
素」を組み合わせた３本柱で、脱炭素エネル
ギーを戦略的に確保する取組みを推進します。

3



Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第６章　部門別の緩和策（2030年度に向けて）

29

　2030年の目標が少々高すぎるのではないかと感
じた。また省エネ、脱炭素を進めるのは良いと思
うがそれに対応できない(資金、人員的な面で)中
小企業もあるのでそこへの援助や助言等をしっか
りと考えてほしい。

　P103のとおり、自社の事業活動によるCO₂排
出状況を把握し、効果的な対策を知ることも必
要です。特に中小企業を中心に、TCFDやSBTへ
の対応を視野に入れたCO₂排出量を削減するた
めの脱炭素計画の策定や進捗管理、優良事例や
取組み方法の共有等の対策を講じ、全体的な取
組みを進めていきます。

2 ①

30
　自動車の保有台数を抑えるため、自動車の税金
を保有台数によって調整する仕組みが有効だと考
える。

　P90、P91のとおり、過度なマイカー利用を抑
制するために、ノーマイカーデーの取組みや公
共交通の利用促進を推進します。

2 ①

31

　産業部門での二酸化炭素の排出量が多いが、全
てを水素や再生可能エネルギーに代替するのは難
しい。
　発生した二酸化炭素を燃料化して利用できない
か。

　P107のとおり、CO₂ を回収・再利用する技術
の研究開発が進められています。

2 ①

32

　P116(ウ)高度な環境人財育成の内容は、学生を
市内の風力発電企業に就職させるための取組み、
仕組みづくりとしか読み取れません。行政が、学
生の就職選択の自由を奪おうというのでしょう
か。
　なぜ「風力発電」中心の企業なのでしょうか。
行政が青田刈りを促進するかのように思われる。

　ご意見を踏まえ、「再生可能エネルギー関連
企業やその他環境関連事業に対する」に修正し
ます。

2 ②

33
　シビックプライドの醸成が地球温暖化対策にど
のような影響を及ぼすのか。

　P161のとおり、本計画の基本的な考え方の基
盤となっている「環境首都グランド・デザイ
ン」では、「自分が変われば、まちが変わる。
地域の取組みが世界を変え、地球を良くしてい
く」ことを前提に、わたしたち一人ひとりが主
役となっています。脱炭素社会づくりの担い手
は、次の世代である若者世代を含めた、市民、
ＮＰＯ、企業、学術機関、行政機関の全てであ
り、あらゆる主体が主役となり、脱炭素社会へ
の機運醸成を図りながら、取組みを推進する必
要があります。
　シビックプライドの醸成は、脱炭素社会への
機運醸成に繋がるものと考えています。

2 ①

34

　①は「市民の環境力は重要な財産であり、ESDを
中心として環境人財を育成する」とあるのに、②
はESDに関する記述はほとんどなくSDGs一辺倒に
なっています。しかも②の文章は、本来ESDという
言葉を単にSDGsに置き換えているだけであり、文
章として意味が通りません。

3 ②

35

　ESDは教育の概念ですから「ESDの視点に立っ
た」という言い方ができる。SDGsは単に目標です
が「SDGsの視点に立った」とはどのような考えな
のか。
　Ｐ26に「SDGs全体の達成に向けて他のゴールと
も整合的に気候変動対策を進めていく必要があ
る」とあり、あえて言えばこれがSDGsの視点に
立った取組みということか。

3 ②

　ご意見を踏まえ、「SDGsを踏まえ」に修正
し、その他も文言を統一します。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

36

　2050年の目指すべき姿（ゴール）を実現するた
めに、2030年度に達成すべき目標（ターゲット）
を”バックキャスト”という手法を使って設定し
たのであって、2030年度の後もさらに厳しいCO₂排
出削減を行わなければならないという緊迫感が感
じられない。2030年度目標をクリアすればいいと
いう内容に受け取れる。

　P37のとおり、「2050年のゼロカーボンシ
ティ」を目指すに当たって取組みを強化する観
点から、今後10年間で必要となる具体的な削減
対策と効果を積み上げ、2030年度の温室効果ガ
スの削減目標を設定しています。
　また、P167のとおり、今後の社会経済情勢の
変化や国内外の動向を踏まえ、5年後を目途に
計画見直しの必要性について検討を行うことと
しています。

2 ①

37

　地域全体の脱炭素を図るために、市民が脱炭素
化を主体的に考えて、自ら対策をとれる状況にし
ていくことが必要と考える。（例えば、住宅の脱
炭素化（特に集合住宅）において、高効率機器導
入についてインセンティブを設ける施策などにつ
いても検討が必要ではないか。）

　P77のとおり、行動変容を促すためには、行
動科学の理論に基づくアプローチが有用であ
り、費用対効果が高く、対象者にとって自由度
のある「ナッジ」という新たな政策手法が注目
されています。
　また、情報発信のデジタル化等、広報啓発の
方法を工夫しながら、行動変容を後押しする取
組みを進めます。また、住宅の脱炭素化におい
ては、P81のとおり、改修工事費の一部の補助
を行うなどリフォーム支援を行います。

2 ①

38
　家庭部門において市の施策を広報いただきた
い。

2 ①

39
　施策実現のための補助制度の活用についても、
周知できる対応をお願いしたい。

2 ①

40

　計画は、市民の意識向上の一部であるべきだと
思う。ステークホルダーが計画について学び続け
るためには、関連リソースにアクセスできる共通
のプラットフォームがあると便利であるため、計
画とその実施に関する情報を提供する Web サイト
を作成したら良い。よりアクセスしやすくするた
め、市役所のメイン Web サイトとは異なる自立型
の Web サイトを作成することをお勧めしたい。そ
の際は、 Web サイトを一般の人々にとって使いや
すく、視覚的に良いものとし、計画に関連するさ
まざまなリソース　(例: ファクトシート、用語
集、計画を数ページに要約した簡単な概要文書、
ダウンロードして印刷し、高校、大学、および一
般の人々に配布できるチラシなど)をアップロード
すると良い。

2 ①

41

　コロナ禍で急激に進んだオンライン化やデジタ
ル化、IoT などは、ワクチン接種のネット予約で
明確になったように、高齢者や弱者を置き去りに
している。アフターコロナの「Ⅲ ライフスタイル
の変革」も取り上げて欲しい。

2 ①

42

　ライフスタイルを見直すことは大切ですが、い
きなり行動変容へは向かわない。行動変容のため
にはまず「自己変容」「意識変容」を促すことが
必要である。そのために重要なのが持続可能な社
会のための教育である「ESD」という概念である。
　行動変容について触れるのであれば、それをど
のように促すのかについても考えるべきではない
か。

2 ①

43

　市民は、夏冬のエアコンの使用を減らす、車の
運転を減らすなど、もっと環境に優しいことをす
るように促されるべき。
　そして、それに対応するいくつかの報酬を定式
化してはどうか。

2 ①

　再生可能エネルギーや次世代自動車の導入促
進、建築物の脱炭素化といった、取組みの方
法・効果や補助金メニュー等を掲載した専用
ポータルサイトを作成し、優良事例の情報発信
により、脱炭素型ライフスタイルへの転換や中
小企業の脱炭素化に向けて支援します。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

44
　産業部門においても、北九州エコタウンを利用
したサーキュラーエコノミーへの取組みを加える
必要がある。

　P88のとおり、北九州エコタウンを中心とし
たPV・蓄電池のリユース・リサイクルの取組み
を推進することとしており、今後も、サーキュ
ラーエコノミーの実現に向けて取り組んでいき
ます。

2 ①

45
　水素製造・供給拠点都市について、技術力の町
「北九州市」としては、風力・蓄電池・水素の順
番ではなく、水素を２番目に繰り上げてほしい。

　P58のとおり、再生可能エネルギーを安定化
させ、安定的かつ最大限に利用するためには、
水素、蓄電池ともに必要な施策と考えており、
今後、積極的に取り組んでいきます。

2 ①

46
　電気自動車の街にしよう。私ども「年長者の里
グループ」も社用車140台全て電気自動車に変えて
いく。

　本市としても、市の事務事業（市役所業務）
に伴う温室効果ガス排出量の削減に率先して取
り組む姿を、市民・事業者へ示していくことと
しており、その中で、公用車については、本庁
舎等の充電設備の整備状況を踏まえながら、原
則、次世代自動車（ハイブリッドを含む電動
車）の導入を目指します。

1 ①

47
　脱炭素エネルギー、蓄電池システム、水素化だ
けでなく、今後、他にもいい取組みが考えられる
ため、助成、支援を考えておく必要がある。

　今後、イノベーションによる新たな技術革新
が想定されるため、環境産業の推進に取り組ん
でいきます。

2 ①

48
　Ｐ105のTCFDやSBTの記載が、P22の再掲である
が、ここに必要なのか。

　ご意見を踏まえ、P103の中小企業の今後の取
組みの箇所は、P21参照に修正します。

3 ②

49

　世の中の流れをかえるために最も重要なこと
は、次の世代を支える子供たちの教育をしっかり
することだと思う。
　環境問題はワールドワイド規模の観点でとらえ
つつ、目前にある地域の具体的な問題を考えられ
る人材を育成することこそが重要である。

　P114のとおり、脱炭素社会の実現という高い
ハードルを乗り越えるためには、市民の環境力
が重要な財産であると考え、豊かな自然環境、
様々な環境教育施設、大学、研究機関などを活
用した環境学習や、環境イベントにおける積極
的な周知・啓発を行うなど、ESDを中心とし
て、あらゆる世代の環境人財の育成を推進しま
す。

2 ①

50

　2050 年は働き方も、移動手段・住環境も今とは
全く違た世界になっている。この時、北九州市民
の生活はこのようになっている、といったグラン
ドデザインがあればイメージしやすいと思う。

　P63に、家庭部門と業務部門の将来イメージ
図（2030～2050年）を記載しています。

2 ①

51

　ＺＥＨに関するロードマップについて意見申し
上げる。P69では2030年新築100％をＺＥＨとする
ことが明記されているが、2030年ころにはＺＥＨ
の上位概念であるＺＥＨ＋の普及が100％になるこ
とが望ましいと考えられるので書きぶりへの反映
をご検討いただきたい。

　ZEHについては、国の計画等における目標と
整合を図り、ロードマップを策定しています。

2 ①

52

　北九州市の脱炭素化と同時にビジネスを発展さ
せていこうという取組みはとても魅力的であっ
た。市民がこういったビジネスの現場を見学し、
市の新しい取り組みを知ることができる機会など
があると嬉しい。

　エコタウン事業の一環として、環境学習や環
境体験を行うことで環境人財の育成を推進して
います。

1 ①

53

　電気自動車は動いている時には二酸化炭素を排
出しないが、作る過程でガソリン車の2倍以上の二
酸化炭素を排出すると聞いたことがある。これに
ついてどう考えるのか。

　P80のとおり、省エネ・再エネの取組み方
法・効果や補助制度の情報発信（ポータルサイ
ト、今後の周知啓発）をすることとしており、
環境に配慮した原料・生産方法による商品の選
択ができるよう、必要な情報を発信していきま
す。

2 ①

6



Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

54

　地球温暖化対策のためには二酸化炭素を減らし
たらいいので、海岸や平地に木を植えたらいいと
思う。そうすることで自然にも良く、また二酸化
炭素の量が減ると思う。

　P113のとおり、「第 2次北九州市生物多様性
戦略」や「北九州市緑の基本計画」と整合を図
りながら、継続的な植樹や間伐を行い、CO2吸
収源である緑地・森林を適正に管理し、持続可
能な発展が可能なまちづくりを目指します。

2 ①

55

　電化社会が前提とされているが、オール電化だ
と、停電などで大ダメージを受けることが考えら
れるので、域内の蓄電システムをとても強いもの
にする必要がある。

1 ①

56

　再生可能エネルギーの問題点である安定して電
力が供給できないという点を蓄電システム先進都
市を構築することによって、解決するのは素晴ら
しいと思う。

1 ①

57

　家庭の電気消費量を削減させるためには、エア
コン・扇風機など空調機器の節約もあるが、夏・
冬それぞれにおいて快適な服などの開発・工夫な
ども手軽で効果が大きいと思う。

　P80のとおり、市民環境力の向上を目指し、
北九州エコライフステージ事業などを通じて、
環境活動の情報発信・啓発・交流を行い、市
民・NPO・学校・企業などによる環境活動の実
践を促します。

2 ①

58

　家庭部門・業務部門に対しては、その環境教育
をつかさどる人材として環境カウンセラー（市民
部門）や地球温暖化防止活動推進員などがいる。
新たに環境人財を要請することも重要ですが、す
でに活躍している人財（様々なステークホル
ダー）の活用・協働が重要なカギとなってくるの
ではないか。

　P161のとおり、本計画の推進に当たっては、
国や福岡県、他の環境モデル都市や近隣の自治
体、福岡県が委嘱した「福岡県地球温暖化防止
活動推進員」との情報交換を適宜行うととも
に、「福岡県地球温暖化防止活動推進セン
ター」や「福岡県気候変動適応センター」など
の関係機関と連携を図りながら、効果的に事業
を推進することとしています。

2 ①

59

　北九州市自転車活用推進計画は脱炭素化のカギ
だと思う。
　先日、機器の老朽化によりシティーバイクサー
ビスが終了しているのを見て残念だと思った。
　そのようなサービスがこれからより重要である
と考える。

　P93のとおり、「北九州市自転車活用推進計
画」に基づき、シェアサイクル事業を推進し、
令和12年度末目標として、シェアサイクル1日
平均利用台数500台を目指しています。

2 ①

60

　参考資料（市民アンケートの問１４：やってみ
たい地球温暖化対策）の結果によると、「次世代
自動車の利用」が最も高かった。
　しかし、EVや水素自動車は個人で購入するには
まだ高価で手を出せない家庭が多いことから、例
えばカーシェア制度などを企画したら、市民から
の需要とマッチし、普及が進むのではないか。

2 ①

61

　車やバスなどの交通を減らし、CO₂を削減するた
めにシェアサイクルを作るべきだと思う。
　森林面積は41%もあるので、少しでもCO₂を排出
する交通を減らすことで多くの利益が生まれるの
ではないかと感じた。

2 ①

62

　産業部門（主な取り組み）で、全体の６割を占
めており、削減目標を達成するには、企業がESG
との連携を図り、従業員ひとりひとりが当計画の
ビジョンを理解し、自分たちで目標を設定し、達
成しようとする仕組み作りが必要だと思う。

　P103のとおり、自社の事業活動によるCO₂排
出状況を把握し、効果的な対策を知ることも必
要です。
　特に中小企業を中心に、TCFDやSBTへの対応
を視野に入れたCO₂排出量を削減するための脱
炭素計画の策定や進捗管理、優良事例や取組み
方法の共有等の対策を講じ、全体的な取組みを
進めていきます。

2 ①

　P53のとおり、再生可能エネルギーの普及・
拡大にあたっての社会的課題を蓄電池の活用に
よって解決する「蓄電システム先進都市」を目
指します。

　P97のとおり、新たな移動システムの活用に
向けた情報発信として、再生可能エネルギーや
次世代自動車の導入促進、建築物の脱炭素化と
いった、取組みの方法・効果や補助金メニュー
等を掲載した専用ポータルサイトを作成し、優
良事例の情報発信により、脱炭素型ライフスタ
イルへの転換や中小企業の脱炭素化に向けて支
援します。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

63

　第４章より脱炭素社会を目指すためには、自然
から得た電気エネルギーがたくさん必要になって
くると思う。
　若松区の洋上に風車を立てるという洋上風力発
電がもっとたくさん増えれば、たくさんの再生可
能エネルギーを作ることができると思うので、太
陽光発電や風力発電、バイオマス発電などのさら
なる進歩に向けて研究できたらいいなと思う。

2 ①

64

　大規模農場による緑地面積を拡大することや、
現在研究中のCO₂を吸収して使用済みコンクリート
を再利用することでカルシウム・カーボン・コン
クリートを作るといった試みをしている企業を誘
致するなど、CO₂排出型の産業から、CO₂吸収型の
産業群にシフトして、北九州市の産業ポートフォ
リオを大きく変える必要がある。

2 ①

65

　北九州市は海に面しているため、波力発電にも
力を入れてはどうか。波力発電は太陽光発電や風
力発電よりも面積当たりの発電効率が良く、発電
の安定性にも優れている。

2 ①

66

　北九州市には浄水場が多く、私の住んでいる地
域にもすぐ側に浄水場がある。
　浄水場で浄水の過程で水から水素エネルギーを
作り出す方法を検討してはどうか。

2 ①

67
　洋上風力発電の推進に対して現在は海外製に依
存しがちであると思うので、洋上風力の国産化を
目指し経済成長に繋げてほしい。

2 ①

68

　自分は地球温暖化対策として風力発電が大きな
影響があると考えている。風車メーカーを多く作
り、低コストを実現できるような新型風車の開
発、メンテナンスの効率化、人材育成など効率的
で安定的な発電システムの確立を実現するべきだ
と思う。

2 ①

69

　再生可能エネルギーの開発の中で風力発電と太
陽光発電に力が入れられている。
　しかし、日本は海に囲まれており水が豊富にあ
るので水力発電や潮力発電にも力を入れた方いい
と思った。

2 ①

70

　北九州市が目指すエネルギー将来像の１つとし
て、風力発電推進拠点都市というものが挙げられ
ていたが、津波の心配がほとんどないという地理
的特徴も生かし、若松区沿岸部にある風力発電施
設をさらに発展させていくべきだと思う。

2 ①

71 　潮力発電はしないのか。 2 ①

72

　北九州の温室効果ガス排出量の内訳から、産業
部門が圧倒的に多くなっている。
　そのため、使用する電力を太陽光発電や風力発
電に変更すればいいのではないかと思う。

2 ①

73

　ゼロカーボンシティとして、温室効果ガスの排
出ゼロを目指しても、ガソリン車やストーブ、ガ
スコンロなどが広く普及したままでは難しい。
　これらに代わる、温室効果ガスを排出しない電
気自動車やファンヒーター、IHなどには電気が必
要なため、より再生可能エネルギーの需要が高ま
ると考えるので、風力発電などを増やしていくべ
きだと考える。

2 ①

　P42に記載のとおり、産業都市という特性を
持ち、市内で排出される温室効果ガスの約6割
を産業分野が占める北九州市が特に重点的に取
り組むべきであるのは、エネルギーとイノベー
ションです。
　そこで、この２つの分野に特化した「北九州
市グリーン成長戦略」をこの計画の部門別計画
として策定し、エネルギーについては、北九州
市の強みを生かした「洋上風力発電の推進」を
中心に、不安定な再生可能エネルギーを支える
ための「蓄電池」と「水素」を組み合わせた３
本柱で、脱炭素エネルギーを戦略的に確保しま
す。イノベーションについては、財政・制度面
でのバックアップと人財育成によって、企業の
取組みを全面的に支援します。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

74

　市内中小企業が脱炭素に取り組むにあたり、補
助制度の紹介などの側面支援だけでなく、脱炭素
に取り組むことでの金銭面でのインセンティブを
示してはどうか。
　例えば、国の登録事業である環境価値のクレ
ジット化「J-クレジット制度」の登録支援、登録
料の補助制度を創設し、脱炭素のための設備投資
がし易くなるようにする。

　ESG金融の動きが加速しており、企業の価値
や競争力を高めるために脱炭素経営が求められ
ています。自社の事業活動によるCO₂排出状況
を把握し、効果的な対策を知ることも必要で
す。
　特に中小企業を中心に、TCFDやSBTへの対応
を視野に入れたCO₂排出量を削減するための脱
炭素計画の策定や進捗管理、優良事例や取組み
方法の共有等の対策を講じ、全体的な取組みを
進めていきます。

2 ①

75
　メタネーションの説明について、最近注目され
始めていて、まだ多くの人が知らないことだと思
うので、もう少し詳しくしてはどうか。

　P106のとおり、家庭や産業で必要とされる熱
を、脱炭素化、あるいはCO₂の排出がより少な
い形でどのように供給するのかというのは、脱
炭素社会の実現に向けて大きな課題となりま
す。
　CO₂を原料に水素を合成するメタネーション
によって得られるメタンは、天然ガスの主成分
です。火力発電所や製鉄所等から排出されるCO
₂を分離・回収し、メタネーションの原料とし
て利用して、化石燃料であるガスの代替となる
燃料を作り出すことで、CO₂の削減に貢献する
ものと考えています。

3 ①

76

　北九州市内にはLPガスが多く使われいる。都市
ガスを普及させると、そのＬＰガスを輸送するた
めに発生した二酸化炭素の排出を削減することが
できる。

　P106のとおり、家庭や産業で必要とされる熱
を、脱炭素化、あるいはCO₂の排出がより少な
い形でどのように供給するのかというのは、脱
炭素社会の実現に向けて大きな課題となりま
す。
　CO₂を原料に水素を合成するメタネーション
によって得られるメタンは、天然ガスの主成分
です。火力発電所や製鉄所等から排出されるCO
₂を分離・回収し、メタネーションの原料とし
て利用して、化石燃料であるガスの代替となる
燃料を作り出すことで、CO₂の削減に貢献する
ものと考えています。

2 ①

77

　自分が特に魅力的に感じた事案は北九州市の公
共施設の再エネ100%電力化である。
　この事案を成し遂げることにより9.4万トンのCO
₂を削減することが見込めるので各市で取り組んで
いけば良いのではと思う。

　P59、P120のとおり、 「所有ではなく利用」
による第三者所有方式にて、初期コスト不要の
安定・安価な電力供給システムとして、「再エ
ネ100％北九州モデル」を構築し、このモデル
を市内外で広く展開することにより、本市を含
む北九州圏域で「環境と経済の好循環」を生み
出すとともに、ゼロカーボンシティのトップラ
ンナーを目指して、脱炭素の先行事例を全国に
広げていきます。

1 ①

78
　脱炭素の一環としてプラスチック包装での過剰
包装を減らすような取り組みをしてほしい。

2 ①

79

　一人暮らしをして感じたことで、私は前に住ん
でいた地域でも分別するという文化があったけ
ど、私の友達の中には住んでいた場所に分別する
という文化がなかったという人が結構いた。
　その人たちは北九州に来てから分別の仕方がわ
からないから全部同じ袋に入れていると言ってい
たが、分別の仕方を市でも広く普及させることが
できれば、ゴミの量も減ったり手間を減らしたり
することに繋がると思う。

2 ①

　現在策定中の「第２期北九州市循環型社会形
成推進基本計画」において、ごみの分別に関す
る効果的な周知やプラスチックごみ対策を推進
していくこととしています。
　特にプラスチックについては発生抑制にも取
り組み、温室効果ガス排出の要因となる焼却処
理の削減に努め、脱炭素社会の実現に貢献して
いきます。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

80

　排出量をゼロにするために、CO₂を資源として活
用することはできないのかと思った。
　最近、コンクリートの原料をCO₂を使って作るた
めの研究をしているそうです。他にも活用方法が
あれば良いと思う。

　P107のとおり、セメントの主原料である生石
灰（CaO）は、石灰石（CaCO₃）からCO₂を脱す
ることで作られるため、CO₂の発生が不可避で
す。
　セメントの一部を、CO₂を吸収しながら固ま
る特殊な混和材に代替する手法は確立してお
り、この技術を活用すればコンクリート内に吸
収する分だけCO₂を削減することができます。

2 ①

81

　脱炭素社会を目指すにあたって水素スタンドや
電気スタンドの数を増やすべきだと考える。
　なぜなら、エコカーが買いやすくなったとして
も充電がしにくいと不便なためエコカーを買う人
はいないのではないかと考えるからだ。

　P84のとおり、電動車の拡大に向けては、経
済性、インフラ整備（充電環境）、消費者の受
容性といった課題があります。
　こうした状況を踏まえ、本市としては、脱炭
素社会の実現に欠かせない電動車の必要性など
を自動車関連事業者と連携しながら広報するこ
とで、社会的受容性を高められるような環境の
醸成を図っていきます。

2 ①

82
　P50の図表6-2　2017の非化石は、「37％」では
ないでしょうか。

　ご意見を踏まえ、修正します。 3 ②

83
　将来像の箇所で、「PV」の説明が必要かと思
う。

　ご意見を踏まえ、追記します。 3 ②

84
　取組内容の箇所で、「第三者所有方式」の説明
があった方がよい。

　ご意見を踏まえ、追記します。 3 ②

85
　解説について、ZEH・ZEBについては、初出が62
ページで、63ページにも出てくるので、この解説
を62ページ下部に移動してはどうか。

　ご意見を踏まえ、修正します。 3 ②

86
　ポイントについて、「上げDR」の解説が必要か
と思う。

　ご意見を踏まえ、追記します。 3 ②

87

　2025年より新築住宅の省エネ基準適合義務化が
ほぼ決まりつつあるので、市の温対計画もこの点
を勘案して、住民向けあるいは工務店等、住宅産
業関係者への普及啓発・勉強会の設置などを検討
して計画に反映しておいた方が良いのではない
か。

　ご意見については、法改正などの国の動向を
踏まえ、関係部局と連携を図りながら、今後の
取組みの参考にさせていただきます。

2 ③
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第７章　市役所の率先実行

88

　第七章の、市役所業務に伴って発生する温室効
果ガスのグラフがとても見やすかった。
　市役所での活動を示すことで市民もより協力し
たくなるのではないかと思う。

　今後とも、市の事務事業（市役所業務）に伴
う温室効果ガス排出量の削減に率先して取り組
む姿を、市民・事業者へ示していきます。

1 ①

89

　「職員の環境意識向上を図ります」とあります
が、自己変容・意識変容で止まっていては目標達
成はできないと思われます。
　研修を受けるだけでなく、そこから行動変容へ
とつながる施策が必要ではないでしょうか。

　P122のとおり、研修のみならず、クールビ
ズ・ウォームビズの実施、ノーマイカー、エコ
ドライブの励行（公用車へのステッカーの掲
示）、不要なコピー用紙の削減、古紙回収、
ペットボトル等のプラスチックごみの分別、食
品ロスの削減など、職員の省エネ・環境配慮行
動の徹底を図るとともに、「北九州市環境物品
等の調達の推進に関する基本方針（北九州市グ
リーン購入基本方針）」に基づき、環境負荷の
少ない製品やサービスの利用を推進します。

2 ①

90

　第7章の市役所業務に伴って発生する温室効果ガ
ス排出の現状を市民により伝わるようにすること
が重要だと感じた。実際に日常生活で「このくら
い減らすことが可能です」ということを周知すべ
きだと思う。

　再生可能エネルギーや次世代自動車の導入促
進、建築物の脱炭素化といった、取組みの方
法・効果や補助金メニュー等を掲載した専用
ポータルサイトを作成し、優良事例の情報発信
により、脱炭素型ライフスタイルへの転換や中
小企業の脱炭素化に向けて支援します。

2 ①

91
　市有建築物の建設において、低ＣＯ₂資材（混合
セメント等生産時に排出するＣＯ₂が削減できる材
料）を積極的に活用してはどうか。

　P122のとおり、「北九州市環境物品等の調達
の推進に関する基本方針（北九州市グリーン購
入基本方針）」に基づき、環境負荷の少ない製
品やサービスの利用などを推進していきます。

2 ①

92
　文章1行目「45％削減以上」は「45％以上削減」
のほうが分かり易くないか。

　ご意見を踏まえ、修正します。 3 ②
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第８章　世界における脱炭素化への貢献

93

　世界の脱炭素化の貢献という見出しの文書を読
んでみたところ、アジアを中心に技術輸出を図っ
て活躍している。これだけでも十分凄いと思う
が、さらに欲を言うとするならばアジアだけでは
なく全世界が一致できる環境づくりが必要だと
思った。

　P124、P130のとおり、本市では、環境分野の
技術輸出の前提として、海外の人材育成につい
ては、（公財）北九州国際技術協力協会によ
り、これまでにアジアに限定せず、アフリカ、
中南米など、世界165カ国9,754人（令和2年3月
現在）からの研修員の受入実績がある。
　技術輸出については、人員や経費など限られ
た資源を有効活用するという観点から、対象地
域や内容を含め、戦略的に進めていくことが有
効だと考えています。

2 ①

94
　第８章にアジアを中心に持続可能な社会を目指
すとあったが、欧米とも協力するともっとよりよ
いと思った。

　P124のとおり、本市は欧米先進国を中心に構
成するOECD（経済開発協力機構）から、アジア
で初めて「グリーン成長都市」や「SDGsモデル
都市」に選定されています。
　また、国連からも数回表彰されています。
今後とも欧米に限らず、世界中から継続して高
い評価が受けられるよう、努めてまいります。

2 ①

95

　北九州市は環境問題に対する意識が高いだけで
なく、アジアの様々な国にもゴミ堆肥化事業や環
境人材の育成などの取り組みをしていて感銘を受
けた。

　今後とも、世界的な課題の解決と豊かな社会
発展に貢献するとともに、近代産業発祥の地か
ら、『環境と経済の好循環』を実現する新たな
「北九州モデル」を広く展開し、世界の脱炭素
化に貢献します。

1 ①

96
　今の時代にふさわしい立派な取り組みなので、
国内だけでなく海外にもアピールしていくべきだ
と思う。

　海外への情報発信については、国際会議への
参加や誘致、また、アジア低炭素化センターの
外国語版を含めたホームページのリニューアル
など、日頃から鋭意進めています。
　今後とも、効果的な情報発信に努めてまいり
ます。

2 ③
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第９章　気候変動影響への適応（適応策）

97

　どのように森林管理や放置竹林の整備を行うの
か、水源地での森林保全活動はどのようなものか
など、具体策があれば記述したほうがよい。
　北九州市は産業都市であると同時に、多くの山
林を抱えており、森林からのCO₂等吸収は重要な施
策であり、災害防止や鳥獣被害対策など複合的な
メリットもあることから、重要度は高いのではな
いか。

2 ①

98

　温暖化抑止の一番の要は、自然環境保護であ
る。自然破壊をいかに食い止めるか。これは行政
にしかできない。
　自然破壊を進める事業にストップをかけて、破
壊された自然を元に戻す事業を始めて頂きたい。
食の自給の観点により、自然管理を行ってほし
い。

2 ①

99 　緑化を進めることが必要である。 2 ①

100
　適応策７分野のうち「産業経済活動」と「国民
生活・都市生活」をまとめて掲載する理由はなん
ですか。軽視しているように見られます。

　P156のとおり、「産業経済活動」と「国民生
活・都市生活」は取組みを行っていく上で、密
接な関係にあるため、合わせて記載したもので
す。

2 ①

101

　緩和策と同様に適応策に関しても人財育成は重
要な要素です。どんなに素晴らしい施策を考えて
も実行するのは人です。そのために重要なのが持
続可能な社会のための教育である「ESD」という概
念です。
　適応策においても教育の重要性について記載す
べきではないでしょうか。

　P41のとおり、緩和策、適応策ともに、2050
年の脱炭素社会を見据え、あらゆる世代の環境
人財の育成を図り、市民環境力の向上を図るこ
とが重要である考えています。

2 ①

　P148のとおり、「北九州市第２次生物多様性
戦略」や「北九州市緑の基本計画」等と整合を
図りながら、豊かな自然の恵みを活用し、自然
と共生するまちの実現に向け、モニタリングに
より動植物等の生物生息状況を把握し、希少種
保全等を図ります。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

第10章 計画の推進

102

　2050年の目指すべき姿の一つに、環境首都、環
境未来都市、SDGs未来都市である北九州市とし
て、福岡県とは別に「地球温暖化防止活動推進セ
ンター」や「気候変動適応センター」を設置する
べきではないでしょうか。

　P161のとおり、本計画の推進に当たっては、
国や福岡県、他の環境モデル都市や近隣の自治
体、福岡県が委嘱した「福岡県地球温暖化防止
活動推進員」との情報交換を適宜行うととも
に、「福岡県地球温暖化防止活動推進セン
ター」や「福岡県気候変動適応センター」など
の関係機関と連携を図りながら、効果的に事業
を推進することとしています。

2 ①

103

　北九州市がゼロカーボンシティを目指している
という取り組みは、環境のために非常に良いこと
だと思う。この取り組みをさらに沢山の市民に
知ってもらう必要があるのではないか。

2 ①

104
　「環境首都グランド・デザイン」を広めていく
ために、幅広い年代の市民を対象に講演会を行う
とよい。

2 ①

105

　北九州市全体での脱炭素化を目指すのであれ
ば、行政だけでなく市民の努力も必要不可欠にな
る。ゼロカーボンシティを達成するためには市民
の意識向上と、市民に対して求めるものを具体的
にすることが必要だと思った。

2 ①

106

　第10章(4)のフォローアップ体制について、この
ような市民・企業の意見交換をする場があること
を初めて知りました。
　こういった取り組みをより多くの人に知っても
らうための宣伝等に力を入れるべきだと思いし
た。

2 ①

107

　計画がどのように策定され、一般の人々やス
テークホルダーがどのように関与したかを理解す
るために、この計画の策定プロセスの概要を示す
簡単な図を作成し、示すべきだと思います(特に一
般市民など非政府関係者がどのように関与したか
に焦点を当てるべきです)。

3 ①

108

　どのような計画策定プロセスを経たのか（環境
審議会、特別部会、企業へのヒアリング、パブ
リックコメントなど）についての記述があった方
が良い。

3 ①

109

　対策の有効性のモニタリングについてです。
　温対計画の各対策については有効性を随時確認
して、必要があれば（5年後を待つことなく）速や
かに見直しを図るなどのプロセスを決めておくこ
とが重要ではないかと考えます。

　P163のとおり、市域内からの温室効果ガス排
出量等を推計して、目標の達成状況を確認しま
す。
　また、計画に掲げる各施策の取組み状況を把
握するとともに、削減目標の前提となった条件
を「進行管理指標」として定め、指標値の推移
を把握し、目標の達成状況と合わせて、総合的
な評価・検証を行い、施策の充実や変更を図
り、効果的な進行管理を行います。

2 ①

　P161のとおり、今後、環境イベント、シンポ
ジウムの開催、及び出前講演の実施などを通じ
て、企業等の様々なステークホルダー（利害関
係者）との定期的な意見交換の場を設け、脱炭
素社会への機運醸成を図り、産・学・民・官が
一丸となって取組みを推進していきます。

　巻末の参考資料に、審議経過を記載していま
す。
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Ｎo 意見 環境審議会事務局の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

４ その他の意見

【意見の反映結果】

① 計画に掲載済み

② 計画に追加・修正あり

③ 計画に追加・修正なし

④ その他

その他

110

　北九州市は「世界の環境首都」を目指して取り
組んでおり、市の国際協力・ビジネスの促進な
ど、今後国際的な発信ニーズが高まっていくこと
が予想される。
　そのため、英訳版（概要版）があるとよいので
はないか。

　ご意見については、今後の取り組みの参考に
させていただきます。

2 ③

111

　計画で概説されている目標を達成するために取
るべき行動をまとめた要約表を作成し、計画の概
要版に記載すべきです。
　１ 実施の概算費用、２GHG 削減価値の可能性、
３行動の実施に関連するコベネフィットの情報が
含まれたら良いのではないでしょうか。

　ご意見については、今後の取り組みの参考に
させていただきます。

2 ③

112

　計画の実施に関連する地域のコベネフィット
(co-benefits)を書くべきだと思います。
　たとえば、地域活性化、地域のエネルギーを生
み出す、公衆衛生を改善するなど、コベネフィッ
トごとに視覚的なアイコンを作成し、このイン
フォグラフィックを、計画の概要版の冒頭近くに
記載するのはどうでしょう。

　ご意見については、今後の取り組みの参考に
させていただきます。

2 ③
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